
 

日本毒性病理学会認定毒性病理学専門家認定試験の受験資格評点の内訳 

種 別 評 点 項 目 参 加 発 表 資 料 

論文発表 
JTP 誌 掲載 

 
20 (10)注１ 

別刷または写し注 6 
TP、ETP または他誌への毒性病理学関連論文 掲載 5 (2)注１,2 

学会活動 

JSTP 学会 参加 10 

 
学会参加証の写し注 3, 

講演要旨集の当該部

分の写し注 4 

STP、ESTP、AUTP または他の毒性病理関連学会 参

加 
5 

JSTP 学会 発表  10 (3)注１ 

STP、ESTP、AUTP または他の毒性病理関連学会 発

表 
 5 (2)注１,2 

研修会 

JSTP スライドカンファランス, JSTP 教育セミナー及び

JSTP ミクロ問題解説-詳細版-への参加 
5  参加証明書注 5  

実験動物病理標本交見会,JCVP 獣医病理研修会， 

IATP 教育セミナー及び日中毒性病理教育セミナーへの

参加 

3 

 

認定証注 5, 

受講証明書注 5 等 

JCVP スライドセミナーへの参加 2 

JSTP Webinar 1 参加証明書注 5 

 

JTP：Journal of Toxicologic Pathology; TP：Toxicologic Pathology; ETP：Experimental and Toxicologic Pathology; STP： 

Society of Toxicologic Pathology; ESTP：European Society of Toxicologic Pathology; JCVP: 日本獣医病理学専門家

協会; AUTP：Asian Union of Toxicologic Pathology 

注 1：発表における括弧内数字は筆頭者でない共著者/共同発表者の点数を示す。海外連携学会と JSTP がジョイント国際学

会の場合、両者で発表したものとみなし合計の評点を付与する（筆頭発表：15 点、共同発表：5）。 

注 2：言語は問わないが、英語要旨が含まれているものに限る。 

注 3：参加証は，必ず氏名の部分もコピーすること。JSTP 参加証明書自体には氏名の記入箇所がないので、ネームカードの

部分もあわせて提出すること（本人が参加したことを確認するために必要となるため）。海外連携学会と JSTP がジョイ

ント国際学会の場合、両者に参加したものとして合計の評点を付与する（参加：15 点）。 

注 4：講演要旨集の写しは，発表年度が分かるようにすること。 

注 5：コピー（写し）でも可。第 1 回～第 3 回ミクロ問題解説-詳細版-については，参加証明書はないので，参加した旨を記載

した文書を提出すること（様式は問わない）。事務局で確認する。 

注 6：日本語もしくは英語以外で書かれた論文の別刷を資料として添付する場合は、日本語もしくは英語の title, summary を

併記すること。 

  


